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ベースロードパワージャパン、日本の地熱活用をノル

ディックエナジーデーで提言 

6/16 大阪・関西万博 北欧パビリオン、6/17 東京で講演 

地熱発電事業開発会社のベースロードパワージャパン株式会社（本社：東京都港区、以

下、ベースロードパワー）の代表取締役ペッター・スンドは、6月 16日（月）大阪・関西万博

（大阪府大阪市此花区）および 6月 17日（火）東京・ヒルサイドプラザ（東京都渋谷区）にて

開催されるイベント「ノルディック エナジーデー」で登壇いたします。日本のグリーントランス

フォーメーション（GX）を推進する上で重要な、地熱エネルギーに焦点を当てたプレゼンテ

ーションを行います。 

 

環太平洋火山帯に位置する日本は、推定 23.5GW という未開発の地熱ポテンシャルを有

しています。これはアメリカとインドネシアに次いで世界第 3位の規模で、日本国内の原子

力発電設備容量の約半分に相当するほどの規模です。地熱のポテンシャルを活用できれ

ば、輸入化石燃料への依存度を低減することにも繋がります。 

ベースロードグループの戦略は、「3つの P」に深く根ざしています。それは、「境界を押し広

げること（Pushing boundaries）」、「適切なプロジェクト・ポートフォリオを構築すること

（Project portfolios）」、そして「長期的なパートナーシップを築くこと（Partnerships）」です。 

直近、ベースロードグループは、Googleと提携して台湾で地熱プロジェクトの開発に着手

するなど、24時間 365日利用できる地熱エネルギーの活用について、世界で様々な取り

組みを進めています。 

日本政府は、2050年の「ネットゼロ目標達成」を支援するため、2030年までに地熱発電量

を倍増以上にする計画です。しかし、推進する上では、既存の送電インフラとの接続や、規

制への対応のほか、既存の温泉事業者の理解（例えば、地熱開発で起こる可能性がある

湯量などへの影響）など、地域受容性といった課題もあります。 

しかし、これらの課題を解決できれば、地熱発電は温泉文化を支え、投資・雇用・長期的な

地域社会の利益をもたらすことにも繋がります。 

ベースロードグループは、こうした世界のトレンドを踏まえて、ノルディックエナジーデーで地

熱発電の最新の知見に基づいたプレゼンテーションを行います。 
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【ベースロードパワージャパン株式会社 代表取締役 ペッター・スンドより】 

このような名誉あるイベントで、スウェーデン、日本、そして地熱発電の将来性についてお

話しできることを光栄に思います。地熱発電はクリーンで安定したエネルギーを供給し、レ

ジリエンスを強化するだけでなく、地域創生にも貢献できます。だからこそ、私たちはその開

発を加速させなければなりません。 

私たちは、地熱は世界最大の再生可能エネルギーであると信じていますが、開発余地が

多分に残されています。 

地熱は、太陽光や風力と共に、クリーンな未来を実現するために必要な「グリーン・トライア

ングル」を形成する不可欠な要素です。しかし、地熱のポテンシャルを最大限に引き出すた

めさらに開発を拡大していく必要があります。そのためには、未来を描く力、仲間と力を合

わせる姿勢、そして常識を乗り越えていく勇気が不可欠です。 

ベースロードグループは、「The world has power, let’s switch it on！」を合言葉にしてい

ます。大阪・関西万博など一連のイベントでは、まさにこの理念に基づいてお話しする予定

です。 

 

【ENERGY DAY :ノルディック エナジーデーについて】 

北欧パビリオンでは、「ノルディック・ジョイントデー」の一環として「エナジーデー」を開催しま

す。持続可能で効率的な低炭素エネルギーシステムへの移行をテーマに掲げます。6月

16日は大阪・関西万博の北欧パビリオンにて、そして 6月 17日は東京・Hillside Plazaに

会場を移し、２日に渡っての開催となります。業界のリーダー、政策立案者、専門家が一堂

に会し、北欧と日本のエネルギー分野における協力の可能性を探ります。 

北欧諸国と日本は、再生可能エネルギーの開発、革新的な電力網・蓄電技術、エネルギー

市場の脱炭素化において高い目標を共有しています。本イベントでは、CO₂のバリューチェ

ーンや、水素・アンモニアなどのテーマに焦点を当て、技術革新を促進し、持続可能なパー

トナーシップを強化するための協力を探ります。 

エナジーデーでは、情報の共有や各所の連携を通じて、持続可能で低炭素な未来へ向け

た具体的なアクションを促進することを目指します。専門家の方々の知見も活かしながら、

気候変動の課題に対応するためのソリューションを共に考えましょう。 
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日時・会場： 

6月 16日（月）  

会場：大阪・関西万博 北欧パビリオン（大阪府大阪市此花区夢洲、2025年大阪・関西万

博内） 

6月 17日（火）  

会場：東京 ヒルサイドプラザ（東京都渋谷区猿楽町 29、ヒルサイドテラス内） 

 

イベント詳細：https://thenordics-expoosaka.com/en/16th-june-energy-day 

 

【ベースロードキャピタルについて】 

ベースロードキャピタルは、24時間 365日利用可能なクリーンな電力と熱源である地熱エ

ネルギーを拡大するためのパートナーシップをリードしています。ベースロードグループの

グローバルポートフォリオは、強力な株主やパートナーとの協力のもと、地熱資源開発への

投資リスクを軽減しながら地熱市場を拡大し、学びを加速させます。 

ベースロードキャピタルは世界の地熱プロジェクトに投資し、子会社であるベースロードパ

ワー社は、ベースロードキャピタルが出資する地熱プロジェクトの開発・建設・運営を行いま

す。 

 

【ベースロードパワージャパンについて】 

スウェーデンに本拠を置く投資会社ベースロードキャピタルの完全子会社で、地域社会お

よび電力会社と協業して地熱発電所開発の許認可・建設・運営を行う 2018年創業の事業

会社です。企業理念は、再生可能エネルギーの普及を通してより自立した地域社会をつく

り、人と地球の調和をめざすこと。グローバルの長期視点の投資家に支えられ、地熱資源

のある地域の活性化、再生可能エネルギーの促進に努めます。 

 

【本プレスリリースに関するお問い合わせ】 
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 ベースロードパワージャパン株式会社 

URL：https://www.baseloadpower.jp/ 

Email：info@baseloadpower.jp, claire.lai@baseloadcap.com 
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